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ス ン クス 消化 管内に存在す るチ ロ シ ン 水酸

化 酵素陽性細胞の 免疫組織化学的研究

胎生 期 ラ ッ ト消化管 EC 細胞に お ける

外分 泌の 免疫電子顕微鏡的証 明
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　中枢お よび末梢モ ノア ミ ン ニ ュ
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環 と し、ス ン ク ス （Suncus 　murinus ）

消化 管内に存在す る 、 カテ コ ール ア ミ ン生

合成律速酵素の チ ロ シ ン 水酸化酵素 （Tll）

陽性細胞の 局在 を、芳香族 L一ア ミノ酸脱炭

酸酵素 （AAI）C）お よび セ ロ トニ ン （5−HT）

陽性細胞の 分布等 と比較検討 した 。

【材料 と方法 】新生児期か ら成獣まで の ス

ン ク ス を潅流固定 し、消化管各部を摘出 し

た 。 ク リオ ス タ ッ トまた は マ イ ク ロ ス ライ

サー
で 作成 した貼付お よび 浮遊切片を 、 自

家作成 した第
一
抗体 を用 い 、PAP 法また は

ABC 法で免疫染色 した。　 切片の
一

部は 好銀

お よび親銀反応 に使用 した 。

【結果 】ス ン ク ス 腸管は 、他 の 哺乳 動物 に

比 べ 解剖学的に種 々 の 特徴を もっ
。 好銀 お

よび 親銀反応 の 結果、他の 脊 椎動 物 と1司様

消化 管内分泌細胞 が散在 して い た 。 免疫 染

色 の 結果、消化管各部の ト皮 に は 1W ）C 陽性

細胞 や 5−HT 陽性細胞が存在 し、十二指腸 に

は 、これ らの 細胞 とは 別種 と思 われ る 、TH

単独陽性細胞 が散見 された。
一

方、粘膜下

層 には 1W ）C 陽性 、5−HT 陽性 の 大型双極性 や

大型多極性神 経様細胞 が存在 し、新生児期

には特に多数認 め られた 。

　消化管上皮の 内分 泌細胞 は 、 血液 中と

管 腔 中の 両方 向に ホル モ ン を分 泌す る可

能 性が あ る こ とが知 られて い る 。 こ の 形

態的証拠を 得 るた め 、 胎生期 ラ ッ ト消化

管の EC 細胞に お けるセ ロ トニ ン 分 泌 の

様式を免疫電子 顕微 鏡 的 に 調 べ た 。

〈 方 法 〉 胎 生 20 日 の ラ ッ ト腸管の 固

定切片を 、 pre−cmbedding 法 で セ ロ トニ ン

免疫組織 化 学を行 い 、 その 後切片を LR −

goldに 包埋 。 超 薄切片 を作 製後 、イ ム ノ

ゴ ール ドを用 い た post−embedding 法 で 再

び セ ロ トニ ン免疫染色 を行 い 、 電顕 で 観

察 した 。得 られ た所見を成熟 ラ ッ トの

EC 細胞 に お ける所見 と比 較検討 した 。

〈 結 果 〉 成熟 ラ ッ トの EC 細胞で は大部

分の 分泌顆粒は 基底部 に集積 し、 イ ム ノ

ゴ ール ドの 反応 は分泌 顆粒 に 一致 して 観

察 され た 。 しか し胎生 期で は 、 多 くの

EC 細 胞で 分泌顆粒が 基底側 と管腔側に

双 極性 に分布す る所見が観察 され た 。 イ

ム ノ ゴ ー
ル ドの 反応 は 、 基底側 で は分 泌

顆粒に 限局 し、 管腔側 で は分 泌顆粒 に集

積する 以外 に 細胞質に もぴ まん 性 に観察

された 。 以 上 の 所見 よ り 、 胎生 期 ラ ッ ト

の EC 細胞に おい て は透出分 泌の 様式で

セ ロ トニ ンが 管腔 中に 分泌 され る可能性

の ある こ とが 示 唆 され た 。
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